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４
月
１
日
付
け
で
中
部
森
林
管
理
局

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
国
有
林
の
管
理
経
営
に
対

し
ご
理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
っ

て
い
る
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
有
林
野
事
業
が
一
般
会
計

に
移
行
し
て
丸
10
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
中
部
森
林
管
理
局
に
お

き
ま
し
て
も
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営

を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
組
織
、

技
術
力
、
そ
の
他
の
各
種
資
源
を
活
用

し
、
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
な
ど
、
森
林
・

林
業
全
体
の
再
生
に
貢
献
す
る
取
組
を

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

国
有
林
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、「
国

民
の
森
林
」
と
し
て
多
面
的
な
機
能
を

十
全
に
発
揮
し
て
い
く
こ
と
の
ほ
か
、

民
有
林
も
含
め
た
面
的
な
機
能
の
発
揮

令
和
5
年
度 

中
部
森
林
管
理
局
取
組
に
つ
い
て

や
民
有
林
関
係
者
へ
の
技
術
の
普
及
な

ど
、
よ
り
大
き
く
多
様
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
戦
後
造
成
し
た
人
工
林
が
本

格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中
、
我
が
国

の
林
政
は
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向

け
、
大
転
換
を
進
め
て
お
り
、
国
有
林

の
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
５

年
度
の
中
部
森
林
管
理
局
の
取
組
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
公
益
的
機
能
の
発
揮

の
た
め
の
事
業
や
民
有
林
へ
の
サ
ポ
ー

ト
、木
材
の
安
定
供
給
等
の
事
業
な
ど
、

民
有
林
に
係
る
施
策
と
の
一
体
的
な
推

進
を
図
り
つ
つ
、
計
画
的
に
実
施
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。長

野
県
内
の
国
有
林
は
、
県
土
面
積

１
３
６
万
ha
の
27
％（
37
万
ha
）を
占
め

て
い
ま
す
。
健
全
な
森
林
の
育
成
や
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
間
伐
等
の
森

林
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
取
組
の
ポ
イ
ン
ト

一
、
令
和
５
年
度
の
新
し
い
取
組

◇｢

新
し
い
林
業｣

の
実
現
に
向
け
て

・
伐
採
か
ら
再
造
林
、
保
育
に
至
る

全
体
の
収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
に
向
け
、

特
に
保
育
初
期
段
階
の
コ
ス
ト
縮
減
と

労
働
強
度
負
担
の
軽
減
へ
の
取
組
と
し

て
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の

推
進
や
大
苗
、
緩
効
性
肥
料
入
り
コ
ン

テ
ナ
苗
を
利
用
し
た
下
刈
回
数
の
削
減

等
を
実
施

・
電
子
日
報
の｢

見
え
る
化｣

等
に
よ

り
生
産
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
図
り
、
引

き
続
き
、
木
材
生
産
事
業
体
の
生
産
性

向
上
の
た
め
の
取
組
を
実
施

◇
立
木
公
売
物
件
情
報
の
公
表

・
国
有
林
で
の
立
木
公
売
物
件
の
入
札

結
果
と
併
せ
、
入
札
価
格
に
影
響
す
る

物
件
情
報（
樹
材
種
、
胸
高
直
径
、
本

数
等
）を
公
表
し
、
応
札
者
の
増
加
や

競
争
性
の
向
上
に
つ
な
げ
る
ほ
か
、
民

有
林
を
含
め
適
切
な
立
木
価
格
の
形
成

を
推
進

◇
森
林
土
木
工
事
等
の
円
滑
な
施
工

・
山
間
奥
地
の
狭
隘
な
箇
所
が
多
い
森

林
土
木
工
事
を
適
正
か
つ
円
滑
に
施
工

す
る
た
め
、
企
業
等
か
ら
「
新
技
術
・

新
工
法
」
を
募
集
し
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
設
定

・
受
発
注
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
強
化
に
よ
り
、
企
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
活
か
し
た
工
事
の
省
力
化
・
効
率
化

に
向
け
た
取
組
の
実
施

◇
広
葉
樹
二
次
林
の
施
業
上
の
取
扱

　
い
に
係
る
検
討

・
管
内
に
約
3.4
万
ha
存
在
す
る
広
葉
樹

二
次
林（
手
入
れ
さ
れ
な
く
な
っ
た
天

然
生
林
や
、広
葉
樹
林
化
し
た
造
林
地
）

の
公
益
的
機
能
の
一
層
の
発
揮
の
た

め
、
施
業
の
必
要
性
や
考
え
方
、
伐
採

木
の
利
用
可
能
性
等
に
つ
い
て
、
有
識

者
に
よ
る
検
討
会
を
実
施

中部森林管理局長

今
いまいずみ

泉　裕
ゆう

治
じ

コンテナ苗
（カラマツ）
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【
令
和
５
年
度 
中
部
森
林
管
理
局
の
取
組
】
詳
し
く
は
こ
ち
ら
↓
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二
、
公
益
的
機
能
の
一
層
の
発
揮

◇
多
様
な
森
林
へ
の
誘
導

・
主
伐
時
の
広
葉
樹
の
保
残
等
に
よ
る

針
広
混
交
林
へ
の
誘
導
や
、
小
規
模
な

林
分
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
配
置
さ
れ
た
面

的
複
層
林
へ
の
誘
導
等

・
林
地
保
全
に
配
慮
し
た
適
切
な
方
法

に
よ
る
森
林
施
業
の
推
進

◇
安
全
・
安
心
へ
の
貢
献

・「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た

め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
の
取
組
と

し
て
、
森
林
整
備
や
治
山
施
設
の
整
備

等
の
実
施

・
大
規
模
な
山
地
災
害
発
生
時
に
は
、

早
期
復
旧
の
た
め
、
県
や
市
町
村
等
と

の
合
同
調
査
や
森
林
土
木
技
術
者
の
派

遣
等
の
支
援
を
実
施

・
山
地
災
害
調
査
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

被
災
状
況
の
迅
速
な
把
握 

・
航
空
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
の
活
用

◇
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

・
く
く
り
ワ
ナ
の
貸
出
し
、
自
動
通
報

装
置
を
活
用
し
た
ワ
ナ
見
回
り
負
担
の

軽
減
等
の
ほ
か
、
講
習
会
・
現
地
検
討

会
を
実
施
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
ニ
ホ
ン

ジ
カ
対
策
を
推
進

・
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
活
用
し

た
捕
獲
手
法
や
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
錯
誤

捕
獲
防
止
ワ
ナ
の
普
及
な
ど
、
多
面
的

な
被
害
対
策

三
、
林
業
の
成
長
産
業
化
へ
の
貢
献

◇
木
材
の
安
定
供
給
と
需
要
拡
大

・
国
産
材
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
安
定
供
給
に
向
け
て
地
域

の
木
材
需
給
動
向
等
を
民
有
林
関
係
者

と
共
有

・
当
局
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
材
「
高

ま
る
こ
う

　

国
ま
る
こ
く

木
曽
ひ
の
き
」、「
高
ま
る
こ
う

　

国
ま
る
こ
く

　

東
濃
ひ
の

き
」、「
段だ

ん
ど戸

Ｓ
Ａ
Ｎ
」（
ヒ
ノ
キ
）や
、「
信

州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
の
積
極
的

な
供
給

・
木
材
利
用
促
進
の
た
め
、
関
連
機
関

と
連
携
し
た
普
及
・
啓
発
活
動
等

・
神
社
仏
閣
等
の
建
築
に
必
要
な
特
殊

な
寸
法
材
の
供
給
の
た
め
、
木
材
市
場

を
通
じ
需
要
等
の
情
報
収
集

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
円
滑
な
供

給
等
の
た
め
、
生
産
請
負
事
業
地
等
で

発
生
す
る
末
木
枝
条
や
端
材
な
ど
Ｄ
材

を
販
売

◇
民
有
林
と
の
連
携

・「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
の
定
着
に

向
け
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
民
有

林
の
人
材
育
成
を
支
援

・
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業
経
営
の

育
成
を
図
る
た
め
、
国
有
林
の
一
定
区

域
に
お
い
て
、
一
定
期
間
、
安
定
的
に

樹
木
を
採
取
で
き
る
権
利
を
設
定
す
る

「
樹
木
採
取
権
制
度
」
の
適
切
な
運
用

四
、「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
の

　
　

管
理
経
営

・「
日
本
美
し
の
森　

お
薦
め
国
有
林
」

の
情
報
発
信
や
環
境
整
備
等

・「
国
有
林
お
さ
ん
ぽ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
等
の

情
報
発
信
に
よ
る
、
地
域
の
観
光
振
興

・
中
部
山
岳
な
ど
国
有
林
が
国
立
公
園

に
も
な
っ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
自

然
保
護
と
利
用
の
両
立
を
目
指
し
環
境

省
と
の
連
携
を
強
化

長
野
県
内
の
主
要
事
業
量

帯状に配置された面的複層林
（中信署）

「日本美しの森 お薦め国有林」
駒ヶ岳風致探勝林
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長野県林務部長

須藤　俊一

こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
で
林
務

部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

長
野
県
の
林
業
・
木
材
産
業
等
の
振

興
や
健
全
な
森
林
づ
く
り
に
向
け
て
精

一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
県
の
森
林
資
源
は
、
先
人
た
ち
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
着
実
に
増
加
し

て
お
り
、
今
ま
さ
に
育
て
る
時
代
か
ら

利
用
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。今
後
、

こ
の
豊
富
な
資
源
の
利
用
を
確
実
に
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
間
伐
を
主
体
と

す
る
素
材
生
産
か
ら
主
伐
・
再
造
林
に

転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
長
野
県
で
は
令
和
５
年

３
月
に
「
主
伐
・
再
造
林
推
進
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
林
業
事
業
体
や

森
林
所
有
者
の
方
々
が
、
現
場
条
件
や

環
境
に
適
合
し
、
安
全
か
つ
地
域
の
理

解
を
得
な
が
ら
主
伐
・
再
造
林
を
実
施

す
る
た
め
に
留
意
す
べ
き
事
項
を
と
り

ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
社
会
・
経
済
に
残
る
中
、

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
需
給
の
ひ
っ

迫
な
ど
、
我
が
県
の
森
林
・
林
業
・
木

森
林
づ
く
り
で
未
来
に
つ
な
ぐ

　
　

森
の
恵
み
と
ゆ
た
か
な
暮
ら
し

材
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
そ
の
複
雑

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
下

の
課
題
に
対
し
、
社
会
変
化
に
左
右
さ

れ
に
く
い
木
材
流
通
体
制
、
安
定
的
な

県
産
材
の
供
給
体
制
の
構
築
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
は
、
７
月
か
ら
８
月
の
大
雨
に

よ
り
、
長
野
地
域
を
は
じ
め
多
く
の
地

域
に
お
い
て
山
地
災
害
や
林
道
施
設
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
近
年
、
毎
年
の

よ
う
に
林
業
関
係
の
被
害
が
発
生
し
て

お
り
、
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
を
引

き
続
き
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。さ

て
、
本
年
度
は
、「
し
あ
わ
せ
信

州
創
造
プ
ラ
ン
3.0
」、
新
た
な
「
森
林

づ
く
り
指
針
」
及
び
第
４
期
の
「
長
野

県
森
林
づ
く
り
県
民
税
に
関
す
る
基
本

方
針
」
に
基
づ
く
各
種
の
取
組
が
ス

タ
ー
ト
す
る
、
極
め
て
重
要
な
時
期
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
次
の
施
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
主
伐
・
再
造
林
へ
の
転
換
と

　
　
　
　
　
　
　
担
い
手
の
確
保
】

林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
に
お
い

て
、
市
町
村
と
の
連
携
の
も
と
、
林
業

事
業
体
や
森
林
所
有
者
の
理
解
を
得
な

が
ら
「
長
野
県
主
伐
・
再
造
林
推
進
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」に
沿
っ
た
適
切
な
主
伐
・

再
造
林
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、新
規
就
業
者
の
確
保
の
た
め
、

転
職
・
移
転
者
へ
の
支
度
金
を
給
付
す

る
と
と
も
に
、
中
学
校
の
職
場
体
験
等

に
よ
る
若
い
世
代
へ
の
林
業
認
知
度
向

上
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
保
育
従
事

者
等
を
雇
用
し
た
林
業
事
業
体
へ
の
支

援
に
加
え
、
就
職
環
境
の
改
善
に
対
す

る
支
援
を
行
い
ま
す
。

林
業
事
業
体
に
対
し
て
は
、
ス
マ
ー

ト
林
業
技
術
や
高
性
能
林
業
機
械
の
導

入
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
造
林
コ
ス
ト
縮
減
の
た

め
の
「
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」、「
機
械

地
拵
え
」
の
取
組
や
、
森
林
路
網
の
デ

ジ
タ
ル
情
報
整
備
を
進
め
、
森
林
施
業

に
お
け
る
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
県
産
材
の
安
定
的
な
供
給
体
制
の

確
立
と
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
の
推
進
】

信
州
ウ
ッ
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
木
材
加
工
業
者
の
水
平
連
携

や
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
垂
直
連
携
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
の

営
業
力
強
化
等
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
広
く
県
民
が
利
用
す
る
施
設

等
の
木
造
・
木
質
化
や
、
身
の
回
り
の

も
の
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
等
か
ら
木

質
製
品
に
変
え
る
た
め
の
開
発
や
販
路

拡
大
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
ウ
ッ
ド

チ
ェ
ン
ジ
を
推
進
し
ま
す
。

【
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
と

　
　
森
林
病
害
虫
対
策
等
の
推
進
】

森
林
の
防
災
機
能
を
最
大
限
に
発
揮

さ
せ
る
た
め
の
治
山
事
業
や
造
林
事
業

を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
一

級
河
川
の
上
流
域
等
の
保
水
機
能
が
低

下
し
た
森
林
を
対
象
に
、
森
林
整
備
と

施
設
整
備
を
一
体
的
に
実
施
し
機
能
向

上
を
図
る
な
ど
、
災
害
に
強
い
森
林
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

松
く
い
虫
被
害
対
策
に
つ
い
て
、
県

内
全
域
で
作
成
を
完
了
さ
せ
た
「
松
く

い
虫
被
害
レ
ベ
ル
マ
ッ
プ
」を
活
用
し
、

被
害
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
効
果
的
・
効
率

的
な
防
除
対
策
を
進
め
ま
す
。

野
生
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

侵
入
防
止
柵
設
置
や
緩
衝
帯
整
備
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
捕
獲
活
動
支
援
な

ど
、
総
合
的
な
対
策
の
推
進
と
普
及
啓

発
に
加
え
、
新
規
狩
猟
者
の
確
保
や
地

域
で
活
躍
す
る
捕
獲
者
の
人
材
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

【
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興
と

　
森
林
の
多
面
的
利
活
用
の
推
進
】

様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
森
林
空
間
を

健
康
・
観
光
・
教
育
等
多
様
な
分
野
で

活
用
す
る
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の

取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の

県
民
や
県
外
か
ら
長
野
県
を
訪
れ
る
方

が
気
軽
に
利
用
で
き
る
「
開
か
れ
た
里

山
」
の
整
備
と
仕
組
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。

【
木
曽
谷
・
伊
那
谷

　
　
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
の
形
成
】

木
や
森
に
関
す
る
学
び
や
人
材
育
成

の
拠
点
地
域
で
あ
る
「
木
曽
谷
・
伊
那

谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
」
の
形
成
を
目

指
し
、
推
進
体
制
の
構
築
や
関
係
機
関

の
連
携
強
化
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
う
し
た
施
策
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
本
県
の
森
林
が
持
つ
機
能
や
価
値

を
最
大
限
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
県
民
の
皆
様
の
一
層
の
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
、
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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令
和
５
年
度  

長
野
県
林
務
部
の
主
要
施
策
の
概
要

　
〜
森
林
づ
く
り
で
未
来
に
つ
な
ぐ　

森
の
恵
み
と
ゆ
た
か
な
暮
ら
し
〜

本
県
の
目
指
す
べ
き
森
林
の
姿
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
森
林
づ
く

り
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
「
長
野
県
森
林
づ
く
り
指
針
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
森
林
づ
く
り
で
未
来
に
つ
な
ぐ　

森

の
恵
み
と
ゆ
た
か
な
暮
ら
し
」
の
実
現
に
向
け
、「
県
民
の
暮
ら
し
を
守
る
森
林
づ

く
り
」、「
持
続
的
な
木
材
供
給
が
可
能
な
森
林
づ
く
り
」、「
県
民
が
恩
恵
を
享
受
で

き
る
森
林
づ
く
り
」
の
３
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
施
策
を
進
め
ま
す
。
令
和
５
年

度
は
重
要
な
施
策
が
ス
タ
ー
ト
す
る
大
切
な
一
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
林
務
部
が
重

点
的
に
取
り
組
む
施
策
に
つ
い
て
、
ご
説
明
し
ま
す
。

持
続
的
な
木
材
供
給
が
可
能
な
森
林
づ
く
り

●
主
伐
・
再
造
林
の
加
速
化
を
図
る
た
め
、
森
林
所
有
者
の
費
用
負
担
が
大
き
い
主

伐
後
の
再
造
林
や
初
期
保
育
作
業
等
に
係
る
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

●
林
地
残
材
の
有
効
活
用
と
主
伐
後
の
再
造
林
・
保
育
作
業
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

林
地
残
材
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
等
へ
の
搬
出
に
係
る
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

●
新
た
に
県
内
の
林
業
に
従
事
す
る
県
外
か
ら
の
移
住
者
や
他
産
業
か
ら
の
転
職
者

の
就
職
を
促
進
し
ま
す
。

●
多
様
な
人
材
を
林
業
へ
の
新
規
就
業
に
つ
な
げ
る
た
め
、
兼
業
者
の
雇
用
や
職
場

環
境
改
善
等
の
取
組
を
行
う
林
業
事
業
体
を
支
援
し
ま
す
。

●
社
会
情
勢
に
左
右
さ
れ
に
く
い
木
材
流
通
体
制
を
構
築
し
、
県
産
材
製
品
の
需
要

拡
大
を
図
る
た
め
、「
信
州
ウ
ッ
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
、
木
材
加

工
業
者
に
お
け
る
水
平
連
携
や
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
垂
直
連
携
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
と
も
に
、
県
産
材
製
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
路
開
拓
を
実
施
し
ま
す
。

●
生
活
用
品
等
を
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
金
属
製
品
か
ら
木
質
製
品
へ
転
換
す
る「
ウ
ッ

ド
チ
ェ
ン
ジ
」
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
県
産
材
製
品
等
の
魅
力
の
向
上
及
び

販
路
開
拓
を
支
援
し
ま
す
。

県
民
が
恩
恵
を
享
受
で
き
る
森
林
づ
く
り

●
よ
り
多
く
の
県
民
が
里
山
の
森
林
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

里
山
を
適
切
に
管
理
し
、
安
全
か
つ
効
果
的
に
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

県
民
の
暮
ら
し
を
守
る
森
林
づ
く
り

●
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
沿
い
の
森
林
整
備
や
病
虫
害
被
害
対
策
な
ど
、
住
民
生
活
に
直
結

す
る
各
地
域
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
森
林
整
備
等
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

●
二
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
推
進
の
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
や
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
広
域
で
の
捕
獲
を
生
息
数
の
急
増
地
域
や
高
密
度
地
域
等
の
要
所
で

行
い
、
効
率
的
な
捕
獲
方
法
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

●
森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
林
道
等
の
路
網
整
備
、
山
地
災
害
を
防
止
す

る
た
め
の
治
山
施
設
等
の
整
備
、
森
林
を
健
全
な
姿
で
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

の
間
伐
等
の
森
林
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

森
林
づ
く
り
県
民
税
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組
の
推
進

●
令
和
５
年
度
か
ら
の
第
４
期
森
林
づ
く
り
県
民
税
は
、
①
森
林
の
若
返
り
促
進
と

安
全
・
安
心
な
里
山
づ
く
り
、
②
森
や
緑
、
木
の
ぬ
く
も
り
に
親
し
む
こ
と
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
、
③
森
林
・
林
業
活
動
に
取
り
組
む
多
様
な
人
材
・
事
業
体
へ

の
支
援
、
④
市
町
村
と
連
携
し
た
森
林
等
に
関
連
す
る
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み

ま
す
。

●
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
税
の
課
税
が

始
ま
る
令
和
６
年
度
ま
で
に
、
全
て
の
市
町
村
に
お
い
て
森
林
経
営
管
理
制
度
等

に
基
づ
く
森
林
整
備
が
開
始
で
き
る
よ
う
取
組
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

　

信
州
の
森
林
づ
く
り
事
業
補
助
金（
人
工
造
林
・
初
期
保
育
の
嵩
上
げ
）

（
９
３
６
０
万
円
）

　

信
州
の
森
林
で
働
く
人
材
確
保
推
進
事
業（
２
７
５
９
万
６
０
０
０
円
）

　

ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
普
及
促
進
支
援
事
業（
１
２
０
０
万
円
）

【
主
な
事
業
】

　

開
か
れ
た
里
山
の
整
備
事
業（
５
５
５
９
万
円
）

　

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
総
合
対
策
事
業（
２
５
８
５
万
４
０
０
０
円
）

【
主
な
事
業
】　

※
一
部
事
業
費
再
掲

　

森
林
づ
く
り
県
民
税
活
用
事
業（
６
億
２
４
８
７
万
円
）

　

森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業（
２
億
４
７
４
５
万
３
０
０
０
円
）

【
主
な
事
業
】

　

市
町
村
森
林
整
備
支
援
事
業（
１
億
６
６
５
１
万
２
０
０
０
千
円
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
シ
カ
広
域
捕
獲
推
進
事
業（
４
２
４
０
万
円
）

　

公
共
事
業　

林
道（
６
億
９
７
６
１
万
５
０
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　

治
山（
38
億
５
０
２
５
万
９
０
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　

造
林（
18
億
６
９
２
１
万
６
０
０
０
円
）

と
と
も
に
、
地
域
住
民
等
が
行
う
森
林
整
備
に
係
る
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

●
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
森
林
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
森
林
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
支
援
な
ど
に
よ
り
、
森
林
空
間
を
健
康
や
教
育
、
観
光
な
ど
の
多
様
な

分
野
で
活
用
す
る
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
振
興
す
る
た
め
、
施
設
整
備
や
活
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
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近
年
は
、
県
内
各
地
で
課
題
と
な
っ

て
い
る
獣
害
対
策
の
一
環
と
し
て
、
薬

剤
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
、
県
内
各
地
で

防
除
試
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
試
験
を
行
っ
た
「
カ
ジ
ラ
ン
Ｓ

塗
布
剤
」
は
、
ヒ
ノ
キ
と
ス
ギ
に
対
し

て
、
ク
マ
剥
ぎ
及
び
シ
カ
と
カ
モ
シ
カ

の
枝
葉
食
害
防
止
に
有
効
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
、
令
和
５
年
２
月
に
農
薬
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
市
販
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
県
内
で
効
果
が

確
か
め
ら
れ
た
薬
剤
で
す
。
県
内
森
林

の
三
大
獣
害
対
策
と
し
て
お
役
に
立
て

ば
と
思
い
ま
す
。

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
県

民
の
皆
様
の
要
望
に
沿
っ
た
技
術
開
発

や
調
査
研
究
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の

産
業
振
興
や
山
村
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
た
め
、「
指
導
部
」「
育
林
部
」「
特

産
部
」「
木
材
部
」
の
４
部
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
た
普
及
指
導

と
試
験
研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

クマ剥ぎ防止のための忌避剤塗布

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

 

指 

導 

部

指
導
部
で
は
、
本
県
に
お
け
る
技
術

的
指
導
機
関
と
し
て
、
県
民
か
ら
林
業

技
術
者
ま
で
を
対
象
に
知
識
や
技
術
の

普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

長
野
県
の
林
業
従
事
者
は
、
長
期
的

に
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
確
保
・

育
成
の
強
化
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
発
生

率
の
高
さ
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
を
受
け
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

特
に
労
働
災
害
が
多
い
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

に
よ
る
伐
倒
作
業
の
安
全
対
策
を
強
化

す
る
た
め
、
基
本
作
業
を
繰
り
返
し
習

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
伐
倒
練
習
機
を

導
入
し
ま
し
た
。
既
に
当
セ
ン
タ
ー
の

伐
木
講
習
だ
け
で
な
く
、
事
業
体
の
安

全
技
術
講
習
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
指
導
的
な
立
場
に
あ
る

経
験
者
に
対
し
て
も
基
本
動
作
の
再
確

認
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
林
業

界
全
体
の
安
全
意
識
を
高
め
る
こ
と
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

育 

林 

部

育
林
部
で
は
、
森
林
づ
く
り
の
基
礎

と
な
る
種
子
・
苗
木
か
ら
、大
き
く
育
っ

た
巨
木
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
木
材
生

産
か
ら
温
暖
化
防
止
な
ど
森
林
が
有
す

る
様
々
な
機
能
の
強
化
に
む
け
て
研
究

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
研
究
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
森
林
づ
く
り
に
関
わ
る
多

く
の
人
の
想
い
に
応
え
る
た
め
、
林
業

活
性
化
に
向
け
た
主
伐
再
造
林
技
術
の

開
発
や
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
病
虫

獣
害
対
策
な
ど
幅
広
い
視
点
で
研
究
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

導入した伐倒練習機
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※ツーバイ材の略称、208材はツーバイエイト（2インチ×8インチ）、210材はツーバイテン（2インチ×10インチ）の寸法規格材

 

特 

産 

部

ホ
ン
シ
メ
ジ
の
林
地
増
殖
試
験
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ホ
ン
シ
メ
ジ
は
ア
カ
マ
ツ
林
や
コ
ナ

ラ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
林
な
ど
に
発
生
す
る
菌

根
性
き
の
こ
で
す
。「
匂
い
マ
ツ
タ
ケ

味
シ
メ
ジ
」と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
お
り
、

と
て
も
美
味
し
い
き
の
こ
で
す
。
ホ
ン

シ
メ
ジ
が
林
内
で
増
殖
で
き
れ
ば
里
山

等
の
有
効
活
用
や
販
売
に
よ
る
現
金
収

入
源
と
し
て
期
待
で
き
ま
す
。そ
こ
で
、

ホ
ン
シ
メ
ジ
の
林
地
増
殖
を
目
的
に

平
成
27
年
か
ら
菌
床（
※
ホ
ン
シ
メ
ジ

菌
を
蔓
延
さ
せ
た
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
塊
）

の
埋
設
試
験
を
県
内
各
地
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
埋
設
し
た
菌

床（
ホ
ン
シ
メ
ジ
菌
）が
宿
主
で
あ
る
ア

カ
マ
ツ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
の
樹
木
の
根
に

菌
根
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
実

体（
き
の
こ
）の
発
生
を
目
指
す
も
の
で

す
。こ

れ
ま
で
、
1
5
0
箇
所
ほ
ど
菌
床

を
埋
設
し
て
き
ま
し
た
が
、
子
実
体
発

生
が
見
ら
れ
た
の
は
ご
く
僅
か（
６
箇

所
の
み
）で
し
た
。
と
こ
ろ
が
昨
年（
令

和
４
年
）の
10
月
、
諏
訪
市
の
試
験
地

に
お
い
て
、
令
和
３
年
の
４
月
に
埋
設

し
た
４
箇
所
の
う
ち
３
箇
所
か
ら
子
実

体
が
発
生
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、

発
生
し
た
子
実
体
は
、
埋
設
し
た
ホ
ン

シ
メ
ジ
菌
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い

と
分
か
り
ま
し
た
。
今
後
は
よ
り
確
か

な
技
術
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
菌
床

の
埋
設
や
埋
設
箇
所
の
調
査
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

 

木 

材 

部

木
材
部
で
は
こ
れ
ま
で
、
信
州
カ
ラ

マ
ツ
を
中
心
に
、
間
伐
材
の
小
径
木
が

多
く
伐
り
出
さ
れ
た
時
代
は
、
土
木
用

材
な
ど
へ
の
利
用
を
研
究
し
、
そ
の

後
、
中
径
木
利
用
と
し
て
建
築
材
特
に

板
材
の
乾
燥
技
術
を
研
究
し
、
そ
の
研

究
は
集
成
材
利
用
と
し
て
生
か
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
心
持
ち
正
角
材
の
割

れ
の
発
生
が
少
な
い
高
温
セ
ッ
ト
法
の

研
究
を
通
し
て
、「
信
州
型
接
着
重
ね

梁
」
の
研
究
・
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
時
代
の
森
林

資
源
に
対
応
し
た
木
材
利
用
を
目
的
と

し
て
、
製
材
、
乾
燥
、
接
着
、
強
度
の

一
連
の
試
験
と
性
能
評
価
を
繰
り
返
し

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、「
大
径

材
」
の
利
用
と
し
て
、
心
去
り
の
無
垢

構
造
材
や
2
0
8
材
※
や
2
1
0
材
※

の
高
強
度
の
梁
桁
材
等
の
研
究
・
開
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

菌床埋設箇所の隣から発生したホンシメジ
（令和４年10月　諏訪市試験地）
注）左点線部分が菌床埋設箇所

信州カラマツ210材を重ねたNLT材の強度試験

ま
た
、
県
内

に
多
く
存
在
す

る
広
葉
樹
利
用

を
目
的
と
し
て

乾
燥
や
強
度
特

性
の
研
究
や
、

薬
剤
を
使
わ
ず

木
材
の
寸
法
安

定
性
等
を
向
上

さ
せ
る
「
熱
処

理
」
と
い
う
新

た
な
技
術
に
よ

る
高
品
質
木
材

の
開
発
も
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
う

し
た
研
究
・
開

発
を
関
係
者
の

皆
様
と
連
携
し

な
が
ら
更
に
進

め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。



長野の林業　No.387　2023.5　■ 8 ■

トピックス

本
県
で
は
、
平
成
16
年（
２
０
０
４
年
）に
「
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
条

例
」
を
制
定
し
、
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
平
成
17
年（
２
０
０
５
年
）に
本
県
の
森
林

づ
く
り
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
長
期
的
な
目
標
や
施
策
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る

「
森
林
づ
く
り
指
針
」（
計
画
期
間
〜
平
成
27
年（
２
０
１
５
年
））を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
22
年（
２
０
１
０
年
）に
は
、
県
内
の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化

や
国
に
お
け
る
新
た
な
森
林
・
林
業
施
策
の
動
向
を
踏
ま
え
、
木
材
利
用
と
関
連
産

業
の
強
化
の
視
点
を
加
え
、前
指
針
を
見
直
す
形
で「
長
野
県
森
林
づ
く
り
指
針
」（
計

画
期
間
〜
令
和
２
年（
２
０
２
０
年
））を
策
定
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度（
２
０
１
０
年
度
）に
は
、
県
で
定
め
る
「
総
合
５
か
年
計
画
」
と

の
整
合
・
調
和
を
図
る
た
め
、
計
画
期
間
を
２
年
延
長（
計
画
期
間
〜
令
和
４
年

（
２
０
２
２
年
））し
、
そ
の
上
で
検
討
を
重
ね
、
こ
の
度
、
新
た
な
「
長
野
県
森
林

づ
く
り
指
針
」（
計
画
期
間
〜
令
和
14
年（
２
０
３
２
年
）を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

新
た
な
指
針
で
は
、
森
林
の
若
返
り
や
森
林

整
備
を
支
え
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
等
の
視

点
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
県
土
の
８
割
を
超
え

る
森
林
を
有
す
る
本
県
で
は
、
人
材
的
、
財
政

的
な
資
源
を
効
果
的
に
投
入
し
、
将
来
を
見
据

え
た
視
点
に
基
づ
く
森
林
整
備
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
目
指
す
べ
き
森
林
の
姿（
図
１
）と
し
て
は
、

多
様
な
林
齢
、
樹
種
か
ら
な
る
森
林
が
形
成
さ

れ
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
が
持
続
的
に
発

揮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
具
体
的
に
は

・
適
正
な
主
伐
・
確
実
な
再
造
林
を
進
め
る
森
林

・
針
広
混
交
林
化
な
ど
、
極
力
人
手
が
か
か
ら
な

  

い
森
林

・
自
然
の
力
に
ゆ
だ
ね
な
が
ら
成
熟
度
合
い
を
維

  

持
す
る
森
林

・
身
近
な
緑
、
里
山
と
し
て
活
用
す
る
森
林

な
ど
の
形
成
に
向
け
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
森

林
所
有
者
、
林
業
関
係
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
く

の
方
と
意
識
を
共
有
し
、
取
組
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

基
本
目
標（
図
２
）に
は
、『
森
林
づ
く
り
で
未
来
に
つ
な
ぐ　

森
の
恵
み
と
ゆ
た

か
な
暮
ら
し
』
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
成
熟
し
た
森
林
資
源
を
循
環
利
用

し
な
が
ら
進
め
る
森
林
の
若
返
り
、
森
林
整
備
を
支
え
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、

県
産
材
の
利
活
用
や
森
林
の
多
面
的
利
用
と
い
っ
た
森
林
づ
く
り
の
取
組
等
を
通

じ
、
地
域
の
林
業
・
木
材
産
業
が
活
性
化
し
、
森
林
と
人
と
の
結
び
つ
き
が
深
ま
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
森
林
の
恵
み
が
人
々
に
も
た
ら
さ
れ
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る

社
会
を
目
指
す
、
と
の
決
意
を
込
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
本
目
標
の
下
に
、「
県
民
の
暮
ら
し
を
守
る
森
林
づ
く
り
」「
持
続
可
能

な
木
材
供
給
が
可
能
な
森
林
づ
く
り
」「
県
民
が
恩
恵
を
享
受
で
き
る
森
林
づ
く
り
」

の
３
つ
の
基
本
方
針
を
柱
に
据
え
、
必
要
な
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
県
民
の
暮
ら
し
を
守
る
森
林
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備
の
推
進
、
災

害
に
強
い
森
林
づ
く
り
の
推
進
、
集
積
・
集
約
化
に
よ
る
適
切
な
森
林
管
理
の
推
進
、

野
生
鳥
獣
対
策
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
持
続
的
な
木
材
供
給
が
可
能
な
森
林
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
主
伐
と

計
画
的
な
再
造
林
の
推
進
、
林
業
就
業
者
の
確
保
・
育
成
と
林
業
事
業
体
の
経
営
強

化
、
林
業
の
生
産
性
の
向
上
、
県
産
材
の
安
定
的
な
供
給
体
制
の
確
立
、
様
々
な
用

途
で
の
県
産
材
需
要
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
県
民
が
恩
恵
を
享
受
で
き
る
森
林
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
森
林
の
多
面
的
利

活
用
の
推
進
、
森
林
等
に
係
る
多
様
な
人
材
の

育
成
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
森
林
へ
の
関
わ
り

の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、「
施
策
を
進
め
る
上
で
の
重
要
な
視

点
」
と
し
て
、
①
森
林
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
そ
の
機

能
に
応
じ
た
森
林
整
備
、
②
森
林
の
二
酸
化
炭

素
吸
収
量
の
確
保
、
③
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
、

④
担
い
手
の
確
保
、
⑤
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

の
５
つ
の
項
目
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
視
点
は
、
単
に
取
り
組
む
と
い
う
項

目
的
な
意
味
合
い
で
は
な
く
、
施
策
に
取
り
組
む

に
当
た
り
、
前
提
と
す
る
視
点
で
す
。
こ
う
し
た

視
点
に
立
ち
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
し
っ

か
り
と
見
極
め
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

長
野
県
森
林
づ
く
り
指
針
は
こ
ち
ら
か
ら

https://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/rinsei/

sangyo/ringyo/shisaku/shishin/kaite.htm
l

「
長
野
県
森
林
づ
く
り
指
針
」を
策
定
し
ま
し
た

「
長
野
県
森
林
づ
く
り
指
針
」を
策
定
し
ま
し
た

図１

図２
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本
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
た
な
長
野
県
森
林
づ
く
り
指
針
の
も
と
、

「
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
」
に
お
い
て
主
伐
・
再
造
林
を
推
進
し
、「
植
え
て
、
育

て
て
、
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
ま
た
植
え
る
」
と
い
う
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め

る
と
と
も
に
、
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
を
見
据
え
た
森
林
吸
収
量
の
確
保
を

目
指
し
ま
す
。

近
年
、
主
伐
・
再
造
林
は
県
内
多
く
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
実
施
方
法
に
よ
っ
て
は
林
地
の
崩
壊
や
景
観
の
変
化
に
よ
る
住
民
等
の
不
安
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
令
和
５
年
３
月
に
「
長
野
県
主
伐
・
再

造
林
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
現
場
条
件
や
環
境
に
適
合
し
、
安
全
か
つ

地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
主
伐
・
再
造
林
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
留
意
す
べ
き
事
項
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

他
県
で
も
主
伐
・
再
造
林
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
技
術
的
な
視
点
に
加
え
、
防
災
上
・
景
観
上
の
観
点
か
ら

配
慮
す
べ
き
点
も
整
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
体
の
皆
様
が
主
伐
・
再
造
林
に

取
り
組
む
際
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
付
属
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
改
善
を
図
り
な
が
ら
主
伐
・
再
造
林
に
取
り
組
め
る
構
成
と
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
、
適
切
な
主
伐
・
再
造
林
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

長
野
県
主
伐
・
再
造
林
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

長
野
県
主
伐
・
再
造
林
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
こ
ち
ら
か
ら

　

https://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/ringyo/syubatsu.htm

l

　

局
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
泉　

裕
治

　

次
長（
名
古
屋
事
務
所
長
）　

髙
橋　
　

東

■
総
務
企
画
部

　

総
務
企
画
部
長　
　
　
　
　

白
石　

健
二

　

経
理
課
長　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
英
夫

　

専
門
官（
契
約
適
正
化
担
当
）　

井
口　
　

智

　

専
門
官（
契
約
適
正
化
担
当
）　

寺
沢　

正
樹

　

企
画
官（
安
全
衛
生
）　　
　

辻
井　

正
徳

　

監
査
官　
　
　
　
　
　
　
　

関　
　

諭

　

監
査
官　
　
　
　
　
　
　
　

中
澤　

敏
雄

■
計
画
保
全
部

　

流
域
管
理
指
導
官　
　
　
　

藤
井　
　

勝

　

治
山
技
術
専
門
官　
　
　
　

中
村　
　

悟

　

専
門
官（
災
害
調
整
担
当
）　

中
嶋　
　

章

　

流
域
保
全
治
山
対
策
専
門
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　
　

豊

　

企
画
官（
土
地
利
活
用
管
理
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
尻　
　

靖

■
森
林
整
備
部

　

森
林
整
備
部
長　
　
　
　
　

井
口　

真
輝

　

森
林
整
備
課
長　
　
　
　
　

北
村　
　

大

　

技
術
普
及
課
長　
　
　
　
　

可
知　

英
樹

　

監
査
官　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　
　

享

　

災
害
対
策
分
析
官　
　
　
　

山
田　

英
人

　

企
画
官（
間
伐
推
進
担
当
）　

都
竹　

昌
和

　

企
画
官（
自
然
再
生
担
当
）　

小
枝　

幸
博

　

企
画
官（
技
術
開
発
・
普
及
担
当
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
﨑　

裕
文

　

企
画
官（
供
給
戦
略
担
当
）　

古
畑　

輝
雄

■
北
信
森
林
管
理
署　

次
長　

開
藤　

秀
昭

■
中
信
森
林
管
理
署　

署
長　

井
口　

英
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長　

櫻
井　
　

務

■
東
信
森
林
管
理
署　

次
長　

三
井　
　

正

■
南
信
森
林
管
理
署　

次
長　

永
井　

正
樹

■
木
曽
森
林
管
理
署　

署
長　

郷
原　

辰
実

■
木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署

　
　
　
　
　
　
　
　

支
署
長　

中
村　

栄
一

■
富
山
森
林
管
理
署　

署
長　

鈴
木　
　

修

■
岐
阜
森
林
管
理
署　

署
長　

駒
瀬　
　

勉

■
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長　

大
野
田　

学

■
伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長　

山
田　

茂
樹

■
名
古
屋
事
務
所　

副
所
長　

筒
井　

雅
敏

■
林
務
部

　

林
務
部
長　
　
　
　
　
　
　

須
藤　

俊
一

■
森
林
政
策
課

　

課
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

弘
一

　

企
画
幹
兼
課
長
補
佐　
　
　

伊
豫
田
暁
史

　

主
任
専
門
指
導
員　
　
　
　

丸
山　

基
久

■
信
州
の
木
活
用
課

　

企
画
幹
兼
課
長
補
佐　
　
　

中
村　

智
郎

　

主
任
林
業
専
門
技
術
員　
　

今
尾　

春
彦

■
信
州
の
木
活
用
課

　
県
産
材
利
用
推
進
室

　

室
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

健
吾

　

企
画
幹
兼
課
長
補
佐　
　
　

秋
山
雄
一
郎

■
森
林
づ
く
り
推
進
課

　

課
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
澤　

岳
弘

　

企
画
幹
兼
保
安
林
係
長　
　

毛
受　
　

誠

■
森
林
づ
く
り
推
進
課
　
鳥
獣
対
策
室

　

室
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
平　

賢
治

■
上
田
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

竹
内
千
鶴
子

　

企
画
幹
兼
林
務
係
長　
　
　

丸
山
真
一
郎

■
木
曽
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

千
村　

広
道

■
松
本
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

中
宿　

恵
司

■
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

藤
澤　

淳
一

■
長
野
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

栩
秋　

隆
哉

　

企
画
幹
兼
治
山
林
道
係
長　

宮
坂　

正
之

■
北
信
地
域
振
興
局

　

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

坪
井　

武
久

■
林
業
大
学
校

　

校
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　
　

治

　

企
画
幹
兼
教
授　
　
　
　
　

萩
原　
　

淳

■
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

所
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
山　

繁
幸

　

管
理
部
長　
　
　
　
　
　
　

望
月　

昭
彦

■
長
野
県
林
業
公
社

　

事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　

小
林　

聖
一

中
部
森
林
管
理
局 

　

人
事
異
動

 

令
和
５
年
４
月
１
日
付

長
野
県
林
務
部（
課
長
級
以
上
） 

　

人
事
異
動

 

令
和
５
年
４
月
１
日
付
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２
０
２
３
年
４
月
13
日
〜
14
日
に
、
長
野
市
に

あ
る
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
令
和
５
年
度

森
林
組
合
初
任
者
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

森
林
組
合
に
就
職
し
た
新
卒
者
を
中
心
に
森
林

組
合
職
員
と
し
て
働
く
う
え
で
押
さ
え
て
い
き
た

い
知
識
や
新
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
場

と
し
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
７
つ
の
森

林
組
合
か
ら
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

自
己
紹
介
を
行
っ
た
後
、
当
会
の
指
導
利

用
部
か
ら
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
の
基
礎

知
識
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
野
県
林
務
部
信
州
の
木
活

用
課
の
池
上
路
浩
課
長
補
佐
に
「
長
野
県

の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
」
に
つ

い
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
森
林

づ
く
り
県
民
税
の
４
期
目
が
始
ま
る
中
で
、

木
材
利
用
や
森
林
の
空
間
利
用
の
需
要
を

確
保
し
、
主
伐
・
再
造
林
の
促
進
や
親
し

み
や
す
い
里
山
の
実
現
な
ど
、
森
林
組
合

に
対
す
る
期
待
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

午
後
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
礎
知

識
」
と
し
て
JA
長
野
中
央
会
の
新
井
千
恵

子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
基
本
的
な
敬
語
の

使
用
方
法
、
電
話
応
対
、
名
刺
交
換
等
を

参
加
者
同
士
で
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を

交
え
、
実
践
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

２
日
目
は
指
導
利
用
部
か
ら
「
森
林
組

合
と
事
業
」
と
「
森
林
組
合
の
会
計
」
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

森
林
所
有
者
の
協
同
組
合
で
あ
る
森
林

組
合
な
ら
で
は
の
事
業
の
目
的
や
内
容
、

受
託
事
業
や
請
負
事
業
と
の
違
い
の
ほ
か
、

「
森
林
組
合
の
会
計
」
で
は
会
計
の
目
的
、

や
複
式
簿
記
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
最
後
に
簡
単
な
練
習
問

題
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
に
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は

「
林
業
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
３
つ
の
班
に
わ
か
れ
て
１
時
間

ほ
ど
話
し
合
い
ま
し
た
。

笑
顔
交
え
る
活
発
な
意
見
交
換
の
中
で

「
ぐ
る
っ
と
信
州
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
ラ
リ
ー
」
と
題

し
て
、
18
の
森
林
組
合
と
周
辺
の
観
光
地

を
巡
っ
て
も
ら
い
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
競
技

大
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
森
林
組
合
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
も

出
ま
し
た
。

最
後
に
「
森
林
組
合
職
員
と
し
て
求
め

ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
組
合
職
員
と
し
て

の
自
覚
を
学
び
、
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
普
段
一

緒
に
な
る
こ
と
が
少
な
い
他
地
域
の
森
林

組
合
同
士
で
交
流
が
あ
り
、
互
い
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
も
多
く
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
森
林
組
合
の
新
た
な
力
と
な
っ
た
皆

様
に
は
、
長
野
県
各
地
の
森
林
・
林
業
を

担
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
ぜ
ひ
目
指

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

◀名刺交換を練習する参加者
一職員といえども、その場におい
ては森林組合の代表する者であり、
ビジネスマナーはしっかり身につ
けておきたい

▲それぞれの班でまとめたアイディアを発表
森林組合の取り組みを様々な媒体で情報発信すること
に加え、興味を持って就職した職員が持続的に活躍で
きる環境づくりの整備が必要という意見が出るなど、
組合運営への真剣さが伝わってきた

森林組合初任者研修会
めざせ！地域の森林・林業を担うプロフェッショナル！
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長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
で
は
、
令
和

４
年
度
か
ら
県
内
森
林
組
合
の
事
務
所
等
に

Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
準
局
の
設
置
事
業
を
進
め
て
お

り
、
こ
の
度
２
月
13
日
に
、
予
定
し
て
い
た

17
箇
所
へ
の
設
置
が
す
べ
て
完
了
し
、
県
内

の
多
く
の
エ
リ
ア
で
Ｒ
Ｔ
Ｋ-

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測

位
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

複
数
の
衛
星
か
ら
送
信
さ
れ
る
位
置
や

時
刻
な
ど
の
情
報
か
ら
測
点
の
位
置
情
報
を

取
得
し
て
行
う
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
長
野
県
の
森
林
整
備
に
係
る
補
助

申
請
に
も
測
量
方
法
と
し
て
認
め
ら
れ
、
簡

易
に
高
精
度
な
測
量
が
で
き
る
こ
と
か
ら
林

業
界
で
も
活
用
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
環
境
を
整
備
し
た
Ｒ
Ｔ
Ｋ-

Ｇ

Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
位
で
は
、
地
上
に
設
置
し
た
あ
ら

か
じ
め
位
置
情
報
を
確
定
し
て
い
る
「
基
準

局
（
既
知
点
）」
か
ら
送
信
さ
れ
る
位
置
情

報
デ
ー
タ
を
、
測
点
に
設
置
し
た
「
移
動
局

（
観
測
点
：
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
レ
シ
ー
バ
ー
等
）」
で

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
解
析
す
る
こ
と
で
、
数
㎝

内
の
誤
差
に
抑
え
る
高
い
精
度
の
測
位
を
実

現
し
ま
す
。

測
点
の
頭
上
が
開
け
て
い
る
条
件
の
場

合
、
理
論
値
で
は
、
測
点
か
ら
基
準
局
ま
で

の
距
離
が
１
ｋ
ｍ
離
れ
る
と
約
１
㎜ 
の
誤
差

が
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
の
森
林

組
合
事
務
所
に
基
準
局
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
ア
ル
プ
ス
等
山
岳
地
域
を
除
い
て
県
内

の
全
エ
リ
ア
で
基
準
局
か
ら
の
距
離
を
概
ね

20
ｋ
ｍ
以
内
に
含
め
て
い
ま
す
。

森
林
整
備
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
境

界
の
測
量
に
加
え
て
事
業
面
積
の
確
定
や
森

林
資
源
量
解
析
な
ど
多
く
の
手
間
が
か
か
り

ま
す
。Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
準
局
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
に
お
け
る
位
置
精
度
が
向
上

し
、
測
量
業
務
の
効
率
化
が
実
現
で
き
る
ほ

か
、
近
年
林
業
界
で
導
入
が
進
む
ド
ロ
ー
ン

空
撮
に
よ
る
測
量
や
森
林
資
源
量
解
析
に
も

応
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
フ
ォ
ワ
ー
ダ

や
自
走
式
下
刈
り
機
の
自
動
運
転
化
等
の
技

術
の
基
盤
と
し
て
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
森
林
整
備
の
円
滑
な
実
施

と
林
業
の
Ｄ
Ｘ
化
を
目
指
し
て
会
員
森
林
組

合
と
機
器
の
供
給
元
で
あ
る
ビ
ズ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
㈱
様
の
協
力
の
も
と
行
い
ま
し
た
。

基
準
局
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
当

会
ま
た
は
お
使
い
に
な
り
た
い
基
準
局
が
設

置
さ
れ
て
い
る
森
林
組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▲ RTK-GNSS のイメージ図
※ GNSS（全球測位衛星システム）米国の GPS や日本のみちび
きをはじめとした各国の衛星測位システムの総称

▲
RTK 基準局のマップは
こちらから（位置情報
付き PDF）
※ Avenza Maps 等 の
地図アプリで読み込ん
でいただくと最寄りの
基準局がわかります

▲木曽南部森林組合に設置した基準局
拡大したものがGNSS レシーバー

Digital Transformation
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和
五
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五
月
十
日
発
行　
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の
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巻
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長
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業
編
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委
員
会

長
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セ
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タ
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事
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電
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二
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一
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電
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メ
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社
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社
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野
県
林
業
セ
ン
タ
ー

県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！

最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！

 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪

長野県の木材市況

例年より 10日ほど早く桜が開花した 4月の各木材センターでの市売は、広葉樹中心に活況な市

売になりました。クリ、クルミ、ナラ、キハダ、ホウ、クワなどの広葉樹の大径材や良材に札が集

中したほか、珍しいコウヤマキの出品もあり高値で取引されました。ヒノキの製材用は 3m・4m材

ともに需要低調な状況が続き、スギ、カラマツ、アカマツ合板向け丸太の荷動きは鈍化しています。

アカマツの製材用は引き合いがある状況ですが、これから適期を過ぎて行くことから低調になるこ

とが予想されます。市況は厳しい局面が続いておりますので、直造材の心がけをお願いいたします。

各木材センターでは、市況を見ながら需要に合わせた仕分け・はい積みをしてまいりますので、

これから伐採、出材を計画されている方はご相談ください。

引き続き集荷のご協力よろしくお願いいたします。

【当連合会は合法木材に取り組んでおります】

合法木材供給事業者の認定を取得したうえで、出荷時には合法的に伐採

された木材であることのコメントと合法木材認定番号及び伐採地と伐採箇所が記載された納品書及

び伐採届の提出をお願いします。

※安全のため、木材センターでの荷下ろし・積込みの際には車止めの使用とヘルメットの着用を

よろしくお願いします。

長野県森連


